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心を込めてお団子づくり
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　10月７日（金）、令和４年度の法人祭が行われました。今年度は、３年ぶり
の開催となり法人祭の雰囲気をとても楽しんでいる皆さんの姿がありました。
例年より短い時間での開催となりましたが、施設内の装飾作りやポスター作成、
Ｔシャツのデザイン作成等を準備として取り組んできました。また、法人祭で
発表するダンスや太鼓の予行練習では、音楽が流れると自然に掛け声が出て、
盛り上がっていました。
　講師の先生の振りを確認しながら、練習するメンバーの表情もより真剣で、
太鼓を叩く音からも気合が入っていて、一生懸命体を動かし、本番は絶対成功
させたいという気持ちが伝わってくる様子でした。

～令和４年度 法人祭～～令和４年度 法人祭～

～法人祭・準備＆練習風景～
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＼Special Thanks／＼Special Thanks／

　毎月、法人祭に向けてところざわ学園と所沢市立はばたきでは練習を重ね
てきました。３年分の想いがこもった魂の鼓動でとても心に響く演奏でした。
　法人祭を盛り上げていただき、ありがとうございました。

ダンス　まりのさダンス　まりのさんん
　毎月、法人祭に向けて所沢市立はばたきで練習を重ねてきました。ダンス
特有の楽しさ、かっこ良さを感じたのか、見ていた方達も真似をして自然と
一緒に踊っている方々がいました。
　素晴らしい発表で感動しました。ありがとうございました。

太鼓　太鼓　龍鼓さん龍鼓さん

法人祭当日は雨のため、全体で集まることはできませんでしたが、
各事業所をパソコンのオンラインでつなぎ、それぞれの活動の様
子をリアルタイムで視聴する新たな試みで実施しました。
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社会福祉法人藤の実会 令和4年度 上半期事業報告社会福祉法人藤の実会 令和4年度 上半期事業報告

●第３次中長期計画：①プロジェクトの設置による計画推進　
　　　　　　　　　　②�インターネット等を活用した人材確保�

法人PRムービー作成
　　　　　　　　　　③各事業所修繕計画に基づく予算管理及び実施の推進
●人材育成：①キャリアパス制度の運用
　　　　　　②福祉専門職としてのスキル向上
●法人業務の強化：①各種会議および協議の連携強化
　　　　　　　　　②管理者専用の情報ツールの活用
　　　　　　　　　③�感染症対策をした上での地域貢献および連携のあり方

検討継続

●個別支援計画：利用者の意思決定に基づいた支援につながる目標設定
●活動支援：①施設入所支援事業：利用者の好みを知る取り組みの実施
　　　　　　②�生活介護事業：新型コロナウイルス感染症対策を講じた上で

の活動の提供（園内での特別講座や行事の実施）
　　　　　　③短期入所：利用率78%
●健康：支援部、調理部、医務部の給食協議７回実施

●個別支援計画：モニタリング実施、開示
●活動支援：自主生産品の販路拡大
　①就労継続支援Ｂ型：平均工賃23,971円（前年比：138％増）
　　　　　　　　　　　施設外作業の安定実施
　②生活介護事業：利用者の特性を活かした製品製造、下請け作業の提供
　　　　　　　　　所沢市立障害者施設作品展へのグループ作品出展
●環境：地域貢献活動
　　　　近隣小学生対象作業体験（陶芸・レザークラフト）の実施
　　　　18名参加（定員20名）

●個別支援計画：個別支援計画に関連する日常的支援�
●活動支援：社会状況に応じた柔軟な作業体制の確立
　①生活介護事業：個別タイムスケジュールの作成�
　②就労継続支援Ｂ型：施設外就労、新規下請け情報収集�
●健康・環境：熱中症対策、個性や相性を考慮したグループ編成

　令和4年度上半期については、令和5年開所予定の新規入所施設の建設に向け、障害者
支援施設整備プロジェクトチームが関係機関との調整を進めて参りました。法人各事業
所につきましても、新型コロナウイルス感染症予防対策を徹底して行い、安定した事業
の継続に努めました。下半期におきましても、引き続き適切な事業運営を行って参ります。
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●個別支援計画：支援計画に基づいた支援の実施�
●活動支援：①ポスティング臨時作業（封入）作業の実施
　　　　　　②動画を活用した運動プログラムの実施
　　　　　　③ミニ運動会の実施　
　　　　　　④藤の実会合同見学会の実施
●健康：肥満傾向の利用者への玄米食の提供

指定障害
福祉サービス事業所

指定障害
福祉サービス事業所

きらめき

●個別支援計画：保護者・各就労先との連携・情報共有
●活動支援：
　安定した就労状況の継続　各就労先への訪問（７回）、調整会議（３回）
　余暇の充実　個別外出（19回）
●法人事業所間の連携強化：見守りセンサー設置（２台）
●体験入居：延べ利用日数109日、利用者数23名、新規利用者3名

外部サービス利用型指定
共同生活援助事業

外部サービス利用型指定
共同生活援助事業

所沢市立ゆきわり草

●活動支援：①ふじいろとの連携による利用者の余暇支援の充実
　　　　　　②通所先への電話連絡による情報共有
　　　　　　③少人数での誕生日外食の実施
●健康：①新型コロナウイルス陽性者・濃厚接触者対応
　　　　②ホーム内での感染症拡大防止の徹底
　　　　③通院支援（職員29回、サービス利用76回）
●環境：経年劣化に伴う設備の計画的な修繕
　　　　食材購入システム導入による調理時間効率化

共同生活援助事業

●サービス等利用計画：�９月末現在　特定相談（18歳以上）267名�
特定相談（18歳未満）２名、障害児相談33名

●活動支援：①�放課後等デイサービス事業所見学会の実施�
ピアカウンセリングの導入に向けた検討　

　　　　　　②埼玉県障害児等療育支援事業
　　　　　　　９月末現在　　訪問251件、外来97件、施設支援12件　
●人材育成：他事業所間とのグループスーパービジョンの実施

●個別支援計画：保護者、特別支援学校教諭との情報共有
●活動支援：①利用者・地域のニーズに応える　利用率82.6％
　　　　　　②相談支援事業所との情報共有による各家庭の情報把握
●環境：障害者支援施設の説明会3名参加、畳交換、室内の模様替え

●個別支援計画：ケアホームふじのみと情報共有（毎回）
　　　　　　　　利用者の外出希望の聞き取り（毎月）
●活動支援：①障害児（者）生活サポート事業利用時間424.5時間
　　　　　　　（達成率39％）利用件数326件（通院54件�余暇272件）
　　　　　　②福祉有償運送235回（達成率44％）

生活サポート事業生活サポート事業

ふじいろ
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令和４年９月８日（木）
地鎮祭が行われました。
法人からは、並木理事長、
管理職員と共にプロジェ
クトメンバーも全員参加
させていただきました。
厳かな雰囲気の中、身が
引き締まる思いがしまし
た。
大げさなと思われる方も
いらっしゃるかもしれま
せんが、工事の無事を地
中深くまで届けるつもり
で心をこめてお祈りして
きました。

障害者支援施設整備プロジェクト

進捗状況報告進捗状況報告

地鎮祭

社会福祉施設整備

工事（着工時）検査
令和4年９月27日（火）
埼玉県福祉監査課、当法人、建築、設計関係
者、設備工事関係者による社会福祉施設整備
工事の着工時検査が行われました。
監査指摘指導は特になく、工事開始が順調に
進められそうで、ほっとしています。
この後、工事の進捗状況に応じて、中間検査、
竣工時の検査と続きます。
また、毎週水曜日には進捗状況確認の定例会
が行われ、安全と施行状況の質を確認しなが
ら工事を進めてまいります。
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　厳しい暑さも和らぎ、秋　厳しい暑さも和らぎ、秋
の近づきを感じますね。早の近づきを感じますね。早
いもので、今年度ももう半いもので、今年度ももう半
分が経過しようとしていま分が経過しようとしていま
すが、皆様はいかがお過ごすが、皆様はいかがお過ご
しでしょうか。しでしょうか。
　さて、ところざわ学園の　さて、ところざわ学園の
今年の夏を楽しむ会は、職今年の夏を楽しむ会は、職
員各々で利用者を楽しませ員各々で利用者を楽しませ
よう・笑顔を引き出そう！よう・笑顔を引き出そう！
と企画を考え、実施しましと企画を考え、実施しまし
た。内容はかき氷、流しソーた。内容はかき氷、流しソー
メン、射的ゲームなど、夏メン、射的ゲームなど、夏
を感じるイベントで、暑さを感じるイベントで、暑さ
を味方にして楽しみました。を味方にして楽しみました。
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指定障害福祉サービス事業所指定障害福祉サービス事業所

夏を楽しむ会

　７月12日、８月２日に夏を楽しむ会が開催されました。
　第１回のテーマは夏祭り！白くまかき氷の提供に、縁日ゲー
ムとして新聞ダーツ、ペットボトルボウリング、射的を行い
ました。ゲームの後は運試し☆くじ引きで景品をゲット！
　第２回はお祭り屋台をイメージし、焼きそば、たこ焼き、
フランクフルト。駐車場では炭火で焼いたトウモロコシ。デ
ザートには職員が朝一から手作りしたチョコバナナにキンキ
ンに冷えたラムネもいただきました。

焼きそば・とうもろこし

とても美味しいです！！

自由研究お助け企画

　７月23日（土）に、近隣の小学生を
対象に「夏休みの宿題お助け企画」を開
催しました。１年生から６年生の18名
に参加いただき、陶芸とレザークラフト
の体験を行っています。今年度は、利用
者の方にも協力いただきレザークラフト
の見本を参加者に見せてもらいました。
　今後も地域の方々との交流を目的とし
たイベントを企画・実施していきたいと
思います。
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指定障害福祉サービス事業所

 
 

  
 
 
 
 

　今年度のかがやきも、月に１回お茶会を実
施しています。誕生日月の方は、ケーキを用
意しかがやき皆でお祝いをしています。プリ
ン、ゼリー、アイス、かき氷、ケーキと普段
頑張っている日常にホッと一息つける時間を
作っています。また、生活介護で描いた絵や
塗り絵を所沢市立はばたきの紙すき商品に貼
り、ありがとうカードを作り、お団子を購入
していただいたお客さんにプレゼントしてい
ます。得意なことが形に残り、利用者、お客
さん皆さんが笑顔になれるように、事業所全
体でこれからも取り組んでいきたいと思いま
す。
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　８月２日（火）夏を楽しむ企画を実施しました。今年の夏は暑さも
厳しかったので、足浴をして涼を感じました。壁面制作ではトウモロ
コシやクジラ、タコなどを制作。階段スペースは、皆さんの壁面飾り
による水族館が出来上がり、階段を通る楽しみとなっていたようです。
　また、フルーツバイキングも実施し、美味しいフルーツに皆さん大
満足となったようです。

夏を楽しむ企画夏を楽しむ企画
タコの足を作っていきます！

メロン美味しい！

ようこそ、きらめき水族館へ！

足湯、気持ち良かったよ！

トウモロコシを作るよ！
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５月・７月・８月の誕生会について紹介し
ます。誕生会の夕食は各利用者からのリク
エストメニュー。いつもの夕食よりも豪華
な夕食です 大切な仲間の誕生日はゆきわ
り草の全員でお祝いしています。

　今回はホームでの利用者の
皆さんの日常の様子をお伝え
します。
　利用者の皆さんが通所先の
事業所で見せる表情とはまた
違う、とてもリラックスした
様子で、それぞれの時間を過
ごして頂いています。
　ホームではそんな何気ない
日常を大切に、これからも支
援していきたいと思います。
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　待ちに待った夏休み！！
　年々暑さが厳しくなっています
が、ほるんの皆さんは夏も元気いっ
ぱい、笑顔が溢れていました♪
　ある日は、公園へ行き木陰を散
歩。またある日は、フルーツや
ジュースを使いアイス作り。また
ある日は水遊び…。長い夏休みが
あっという間に過ぎてしまいまし
た。
　楽しい思い出が、たくさん刻ま
れているといいな♪と思います。
　今年度も後半、頑張りましょう！

　今年の夏も酷暑となりました。学校は夏休みとなり、この期間のお子様たちの過ごす場
所のひとつとして、放課後等デイサービスを利用されるケースがあります。所沢市自立支
援協議会こども部会では毎年この期間を利用して学校の先生方へ向けた放課後等デイサー
ビス見学会を開催しています。
　今回は３回にわけ、狭山ヶ丘駅、所沢駅、東所沢駅周辺の各方面の事業所の見学を行い
ました。先生方にはお子様たちの姿を直接見ていただくことで、学校以外でのお子様の様
子を知っていただく機会となったようです。また、事業所ごとの特徴も見ていただくこと
で「放課後等デイサービス」へのご理解をさらに深めていただくことができたようです。
今後、さらにより良い支援の連携が図れることが期待されます。
　お忙しい中、ご協力していただいた事業所の皆様、ご参加いただきました皆様、ありが
とうございました。

夏休みの思い出
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お父さん・お母さんの働く様子を見てみたい！！お父さん・お母さんの働く様子を見てみたい！！

初めての初めてのこども参観日こども参観日
　令和４年８月４日、職場体験イベントとして親の働く姿を子どもに
見せる ｢こども参観日｣ を実施しました。
　「こども参観日」は、親の職場を訪れ、働く姿を見せたり仕事内容を
説明することで、親の仕事への理解を深めたり家庭内でのコミュニ
ケーションを向上させること、子どもの職業観を育むこと、また、家
族と会社の仲間とのコミュニケーションを促進することで職員が働き

やすい環境を醸成することなどを目的として、今年度初めて開催
しました。今は多くの企業でこうした取り組みが行われているよ
うです。
　今回は、３家族４名（小学４年生２名、５年生１名、中学３年
生１名）のお子さんが参加してくれました。
　所沢市立はばたきの朝礼に参加した後、法人運営施設の見学、
利用者の活動、作業体験を行ってもらいました。

　レザー体験や陶芸体験の後は、ランチタイム！お父さん、お母さんも合流し、午前中の話で盛り上
がりながらはばたき自慢の昼食を食べてもらいました。その後は、お父さんやお母さんはどんな仕事
をしている？お父さんやお母さんが働いている施設はどんなところ？といった話を改めて職員から説
明させてもらいました。そして、その後は利用者の皆さんと一緒にタオルたたみや分解の作業に参加
ししっかり働いていただきました。最後に参加者全員で一日の感想発表です。
・お母さんが真剣に仕事をしていてすごいと思った。
・家とは違って、しっかりしていておもしろかった。
・家とは違うまじめな一面があったのだと思った。
・職場の人たちが優しかったし、楽しかった。
・給食がおいしかったです。
　子どもたちからたくさんの感想をいただきました。

　初めて見る仕事中のお父さんやお母さん。子どもた
ちがこの日一日、どんなことを感じてくれたのか・・・。
最後にはお父さん、お母さんに向けた手紙を書いても
らい、こども参観日は無事に終了となりました。
　翌日、手紙をもらった職員からは、『すごく嬉しかっ
たです。お母さんが楽しそうに仕事をしていて嬉しかっ
たと書いてあって感動しました。』と話がありました。
　法人にとって大切な職員の大切な家族。藤の実会は
これからも職員のうしろにあるそのかけがえのない存
在も一緒に大切にしていきたいと思います。

ご参加いただきご参加いただき
ありがとうございました！ありがとうございました！
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安心・安全の防災の専門店

　今年は、災害等で厨房設備が使用できなくなった時を想定して、災害用バルクとかまどベンチを
使用してお湯を沸かし、非常食のアルファ米を調理しました。アルファ米は、水なら60分、お湯
なら15分注いで待つだけで食べられる優れものです。藤の実会では、事業所ごとに非常食の備蓄
はありますが、非常食を食べる日と決めて提供したのは初めての試み。付属品の使い捨てパックに
五目御飯と備蓄品の魚の缶詰を添えて提供。今回は訓練なので栄養バランスも考え、具沢山すいと
ん汁もつけました。非常用の食事をみんながどんな風に受け止めるのか気になりましたが、思った
よりもボリュームがあり食べづらい使い捨て容器でも上手に食べることができました。

～　防災の日　炊き出し訓練　～

寄付報告寄付報告

編集後記編集後記

　太田好昭様、増子誠二様、嶌﨑尚美様、黒丸会様、ところざわ学園保護者会よりご寄附をい
ただきました。心より厚くお礼申し上げます。
　皆様からのご寄付は、藤の実会各事業所を利用する方々のために使わせていただきます。
　今後とも地域福祉の推進のため、地域の方々との『絆』を大切にして、障害者支援事業の運
営に取り組んで参ります。

　第104回　全国高校野球選手権大会で仙台育英が優勝し、優勝旗が初めて東北に渡りました。
東北出身の親を持つ自分にとっては、それだけでも印象に残った大会でしたが、優勝後の須江監
督のインタビューに感銘を受けた方も多かったのではないでしょうか。目標になるチームがある
から諦めないで走って行けた、また全国の高校生に拍手をと言った言葉には本当に感動しました。
自分も藤の実会も思いやりの気持ちを忘れず、日々を過ごしていけたらと思います。� （M・A）
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本社：川越市田町32-12 TEL 049-241-9000

所沢営業所：所沢市泉町1794-2 TEL 04-2928-9000

地域発展のエネルギー

〒359-1145 埼玉県所沢市山口2825-1

電話　04-2923-8888／FAX　04-2923-8869
〒189-0003 東京都東村山市久米川町5-20-25

電話　042-393-2968

E-mail ： info@kasuya.co.jp

支 店

水廻りのお悩み、お気軽にご相談下さい！！

㈱ 糟 谷 設 備 工 業 所
カ ス ヤ セ ツ ビ コ ウ ギ ョ ウ シ ョ

給 排 水 ・ 衛 生 ・ 空 調 設 備 一 式

本 社

社会福祉法人藤の実会
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1　ところざわ学園内　電話　04-2992-5096
　　　　　　　　URL�http://www.fujinomi.jp

指定障害者支援施設　ところざわ学園
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1� 電話　04-2992-5096

指定障害福祉サービス事業所　所沢市立はばたき
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町924-3� 電話　04-2935-4799

指定障害福祉サービス事業所　かがやき
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町935-1� 電話　04-2941-4105

指定障害福祉サービス事業所　きらめき
〒359-0001　埼玉県所沢市下富626-1� 電話　04-2941-2666

共同生活援助事業　所沢市立ゆきわり草
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町924-2� 電話　04-2935-4334

所沢市障害児（者）日中一時支援事業　ほるん
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町932-1　ところざわ学園内　電話　04-2992-5096

所沢市相談支援事業/埼玉県障害児等療育支援事業　さぽっと
〒359-0004　埼玉県所沢市北原町935-1� 電話　04-2992-7888

共同生活援助事業　ケアホームふじのみ
〒359-0027　埼玉県所沢市松郷265-10� 電話　04-2946-8512（さくら草・かすみ草）
〒359-0001　埼玉県所沢市下富285-2　 電話　04-2968-8544（れんげ草・つきみ草・ふくじゅ草）
〒359-1111　埼玉県所沢市緑町4-26　新所沢けやき通り住宅１-108（県営けやき108）

行動援護等移動支援事業　ふじいろ
〒359-0001　埼玉県所沢市下富626-1� 電話　090-7630-0231


